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どこか懐かしい風景を感じさせる下北

沢の一角にたたずむカフェ「TIBET

TIBET」は、和のコンセプトを取り入れた

アジアンカフェだ。インドネシア製のテー

ブルやネパールで買い付けた細かな装飾

の施されたインテリアに、日本で作られた

白いオリジナルの椅子や渋い色合いの益

子焼、カフェの中央に鎮座する巨大な仏像

といった組み合わせが、通常のアジアンカ

フェの持つ印象とはひと味違う洗練された

雰囲気を醸し出している。

カフェをプロデュースした和気優氏は

「この仏像を見つけるために、ネパールまで

行きました。木彫りの像は世界でも少なく

なっているので、彫師の多いカトマンズを

歩き回り、帰国の2日前にようやくこの仏像

と出会いました」と語る。仏像は店のオー

プンの3日前に到着。仏像を引き立たせる

ために、インテリアはシンプルにしたという。

ここでは食べ物から音楽にいたるまで、

すべて仏教の哲学を活かしている。身体

と精神の密接なかかわりを説く仏教では、

食は非常に重要な部分を占め、その土地

で採れたものを自然のまま味わうことを重

視する。しかし、ほかの土地で採れたもの

を別の場所に運んだ時点で、同じように料

理しても味は変わってしまうため、素材を

活かすための創作が必要になる。「たとえ

ば、生簀は魚の泳ぐ海や川を再現したも

のです。しかし、結局は自然の魚とは異な

るバーチャルなものなので、本物に近づけ

るために、創作が必要になるのです」

同氏はほかにも、東南アジアの季節感

を感じさせるバラック小屋をイメージした

「ロータスカフェ」、ケミカルでサイバーな中
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国をテーマにした「上海DOLL」などをプ

ロデュースしている。いずれのカフェも下

北沢や三軒茶屋にオープンしたのは、小

さな路地に入ったときの感覚や、個人商店

の温かい雰囲気が気に入ったからだ。

これからも伝統文化と新しい感覚をミッ

クスした空間をプロデュースしていきたい

という同氏は「たとえば、古いお寺を改装

して夜はダイナーにしたいですね。お寺は

厳粛な場所と思われがちですが、遠い昔、

武士たちが旅をするときは寺に泊まって宴

会をするのが普通でしたから」とユニーク

な店作りを視野に入れる。

住所：東京都世田谷区代沢5-29-9 ナイスビル2F
TEL：03-5433-1565
営業時間：19時～28時（月-土）／17時～26時（日）
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デザートの「桃酔菓」
（800円）。愛知県知
多半島に伝わる伝統
的な作り方を踏襲して
作られている。

インドネシアから取り
寄せたテーブル。ネパ
ールの質の高い銀細
工も販売している。
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